職種：鍛造　　職務：加熱

【概要】

　加熱とは、切断した材料を加熱炉に装入し、鍛造に適切な温度に加熱することである。鍛造作業を行ううえで、加熱は重要な工程の一つである。適切な加熱を行うことが、鍛造製品の品質維持、環境保全及び省エネルギーに不可欠である。鍛造において、燃焼加熱では、一般に重油、灯油、ガス等の燃料が使われている。

【仕事の内容】

切断した材料のビレットを加熱炉に装入し、鍛造に適切な温度に加熱する仕事である。
【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、材料の精度向上に取り組むとともに自身の技能レベル向上への意欲を持っていること、心身ともにタフであることなどが挙げられる。
【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（１級・２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
　　１級技能士鍛造科
　　　２級技能士鍛造科
　　　資格に関係しない普通コースも併設

· 床上操作式クレーン運転技能

· 床上運転式クレーン運転技能

· 天井クレーン運転士

· クレーン運転士（５ｔ以上、１ｔ以上５ｔ未満）

· 移動式クレーン運転士

· 玉掛け技能講習

· フォークリフト運転技能講習

· ガス溶接作業者

· ガス溶接作業主任者

· アーク溶接作業者

· 産業用ロボットへの教示等作業者

· 産業用ロボットの検査等の作業者
· 特定化学物質等作業主任者、有機溶剤作業主任者、公害防止管理者、毒物劇物取扱責任者等の労働安全衛生面に係る資格

· 危険物取扱主任者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０４１　金属製錬・材料技術者

　　０４２　化学技術者

５１４　鍛造工

　　５５９　その他の金属加工の職業

